
二
二
六

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

胡

髪

赤

と

赤

髪

胡

一
　
永

平
広

録

と
正
法

眼

蔵

近
年

『永
平
広
録
』
を
読
み
は
じ

め
て
、
「将
謂
胡
髪
赤
更
有
赤
髪

胡
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
そ
れ
が
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
ど

う
も
わ
か
り
に
く
く
、
少
し
で
も
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ

れ
ば

と
い
う
思
い
で
研
究
し
た
の
が
拙
論
で
あ
る
。

広
録
を
読
ん
で
い
る
中
で
、
広
録
は

『
正
法
眼
蔵
』
と
の
関
係
が
深

い
こ
と
も
は
っ
き
り
し
て
き
た
。
広
録
は
漢
文
体

の
公
式
の
上
堂
語
を

集
録

し
、
眼
蔵
は
和
文
体
の
示
衆
で
あ
る
。
表
面
上
こ
の
両
者
に
は
、

短
と
長
、
略
と
密
、
厳
と
親
と
い
う
よ
う
な
違
い
も
み
ら
れ
る
。
広
録

は
和
語
で
は
な
い
だ
け
に
、
短
文
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
微
妙
な
表

現
、
繊
細
な
表
現
は
眼
蔵
に
は
及
ば
な
い
。
広
録

の
い
わ
ん
と
す
る
意

図
を
明
確
に
す
る
に
は
、
関
連
す
る
内
容
が
眼
蔵
に
あ
れ
ば
、
そ
れ
を

参
照
す
べ
き
こ
と
は
必
須
と
な
ろ
う
。
特
に
両
者
が
お
互
い
に
近
い
年

の
文

で
あ
る
な
ら
ば
、
意
味
を
と
る
上
で
大
い
に
参
考
と
な
る
。
両
者

の
関
係
は
上
堂
語
が
先
に
あ
り
眼
蔵
が
後
に
な
る
と

い
う
例

が
多

い

鈴

木

哲

雄

が
、
そ
の
逆
の
場
合
も
あ
る
。
特
に
両
者

の
表
現
が
近
い
場
合
、
前
者

は
眼
蔵
が
上
堂
語

の
内
容
を
、
別
時
に
詳
細
に
説
い
て
い
る
と
い
う
姿

で
と
ら
え
ら
れ
、
後
者
は
眼
蔵

の
語
を
、
広
録
が
略
し
て
基
本
だ
け
を

説
い
た
と
い
う
姿
で
と
ら
え
ら
れ
る
。
眼
蔵
の
研
究
が
広
録
を
参
照
す

べ
き
で
あ
る
と
す
る
よ
り
も
、
広
録
の
研
究
が
眼
蔵
を
参
照
す
べ
き
で

あ
る
と
す
る
方
が
、
重
要
度
が
高
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公

式
表
現
の
上
堂
語
は
、
雁
立
聴
取
す
る
と

い
う
こ
と
か
ら
も
、
理
解
が

浅
き
に
流
れ
る
傾
向
は
否
め
な
い
。
眼
蔵

の
示
衆
に
お
い
て
、
親
切
丁

寧
に
解
説
さ
れ
た
と
い
う
見
方
も
で
き
、
修
行
者

の
参
学
眼
を
深
め
さ

せ
せ
い
っ
た
の
で
あ
る
。

二

胡
髪

赤
赤

髪
胡

の
使

用
例

胡
髪
赤
赤
髪
胡
の
語
の
使
用
に
つ
い
て
も
、
広
録
と
眼
蔵

の
両
方
か

ら
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
使
用
例
を
両
本
か
ら
抽
出
し
、
年
代

順
に
並
べ
て
み

よ
う
。
広
録
の
上
堂
年
月
日
は
、
伊
藤
秀
憲

「『
永
平

広
録
』
説
示
年
代
考
」
を
通
し
て
、
独
自

に
推
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
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使

用

書

は
春

秋

社

版

『
道

元

禅

師

全

集

』

第

三

、

四

巻

で
、

上

堂

番

号

は

そ

の
通

し

番

号

で
あ

る

。

眼

蔵

は

同

第

一
、

二

巻

で
あ

る

。

①

62
上
堂

。
挙
百
丈
野
狐
話

了
云
、
将
為
胡

髪
赤

、
希
有
赤
髪
胡

。
不
落

与
不
昧
、
因
果
更
因
果
。

(以
下
略
)

仁
治

二
年

(
一
二
四

一
)
七
月
十

五

日
ご
ろ
。

②

「
行
仏
威
儀
」

(前
略
)
将
謂
赤
髪
胡

の
み
な
ら
ん
や
、
さ
ら

に
こ
れ
胡

鬚
赤
な
り
。

仁
治
二
年
十
月
中
旬
。

③

「
阿
羅
漢
」

(前
略
)
阿
羅
漢

の
神
通

・
智
慧

・
禅
定

・
説
法

・
化
導

・

放
光
等
、
さ
ら

に
外
道

・
天
魔
等

に
ひ
と

し
か
る
べ
か
ら
ず
。
見
百
仏
世

界
等

の
論
、
か
な
ら
ず
凡
夫

の
見
解

に
準
ず

べ
か
ら
ず
。
将
謂
胡
鬚
赤
、

更

有
赤
鬚
胡

の
道

理
な
り
。

(以
下
略
)

仁
治
三
年
五
月
十
五
日
。

④

「
大
修
行
」
(
前
略
)

し
か
あ
れ
ど
も

い
ふ
べ
し
、
百
丈
道
処
通
方
、
雖

然
未

出
野
狐
窟
、
黄
檗
脚

眼
点
地
、
雖
然
猶
滞
螳
螂
径
、
与
掌
拍
手
、

一

有

二
無

、
赤

鬚
胡
胡
鬚
赤

。

寛
元
二
年

(
一
二
四
四
)
三
月
九
日
。

⑤
2
1
2
上
堂

、
云
。
非
但
曹

谿
無
、

西
天
竺
亦
無
。
会
仏
法
人
得

、
和
尚
還

不
得
。
露
柱
是
古
仏
、
燈

篭
新
如
来
。
'這
箇
是
長
連
牀
上
学
得

底
。
向
上

又
如
何
。
良

久
云
、
将
謂

胡
鬚
天
下
赤

、
元
来
更
有
赤
鬚
胡
。

寛
元
四

.年
十

二
月
初
ご
ろ
。

⑥

脳
上
堂
。
狗
子
趙
舒
無
仏
性
、
吾
孤
負

汝
。
不
為
万
法
為
侶

、
汝
孤
負

吾
。
将
謂
胡
髪
赤
、
更
有
赤

鬚
胡
。
(以
下

略
)

建
長
元
年

(
一
二
四
九
)

三
月

一
日
ご

ろ
。

⑦
4
0
2上
堂
。

(中
略
)
若
論
仏
祖
心
者
、

矯
壁
瓦
礫
是
也
。

其
眼

者
、
木

枴
子
是
也
。
其
鼻
者
、
如
截
筒
是
也
。
其
舌
者
、
如
初
偃

月
是
也
。
慧
歴

胡
鬚
赤
と
赤

鬚
胡

(
鈴

木
)

参
学
来
時
、
又
作
歴
生
。
良
久
云
、
将
謂
胡
鬚
赤
、
更
有
赤
鬚
胡
。

建
長

二
年
十

一
月
十
日
ご
ろ
。

⑧
4
3
6上
堂
。
(中
略
)
永
平
今
有
山
偈
。
良
久
云
、
翠
竹
桃
華
是
画
図
、

胡
蘆
藤
種
纏
胡
藍
。
胡
鬚
赤
更
赤
鬚
胡
。

喫
粥
了
号
洗
鉢
孟
。

建
長
三

年
六
月
五
日
ご
ろ
。

⑨

魏
上
堂
。
(中
略
)
測
知
、
坐
禅
其
功
徳
最
勝
甚
深
。
乃
云
、
在
単
多

劫
参
禅
客
、
還
見

一
条
柱
杖
鳥
。
正
当
慧
歴
時
、
更
有
脱
落
底
道
理
也

無
。
良
久
云
、
将
謂
胡
鬚
赤
、
更
有
赤
髪
胡
。

建
長
四
年

一
月
二
十
日

ご
ろ
。

用
例
は
以
上
で
あ

る
。
も
う

一
つ
広
録
80
上
堂
に
、
「有
赤
鬚
胡
之
識

知
、
有
胡
鬚
赤
之
識
知
」
と
い
う
語
が
あ
る
が
、
当
面
の
問
題

に
当
ら

な
い
の
で
除
外
す
る
。

こ
の
語
の
使
用
頻
度
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
道
元
に
お
い
て
ず

っ

と
使
わ
れ
せ
い
た
語
で
あ
る
と
わ
か
る
。
そ

し
て
文
末
の
し
め
く
く
り

に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
文
末
で
な
く
て
も
、
文
脈
の

一
区
切
り
つ

く
と
こ
ろ
に
お
い
せ
用
い
ら
れ
、
何
か
し
ら

の
言
い
回
し
に
お
い
て
非

常

に
都
合
の
よ
い
表
現
で
あ

っ
た
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

三

胡
鬚

赤

赤
鬚

胡

の
出
典

と

内

容

道
元
は

「
深
信
因
果
」
に
お
い
せ
文
頭
に
こ
の
公
案
を
出
し

(全
集

巻
二
、
三
八
七
頁
)、
「
こ
の
一
段

の
因
縁
、
天

聖
広
燈
録

に
あ
り
」
と
述

べ
て
い
る
の
で
、
出
典
は
広
燈
録
の
よ
う

に
み
ええ
る
。
自
ら
の
真
字

二
二
七
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胡
鬚
赤
と
赤
鬚
胡

(鈴

木
)

『
正
法
眼
蔵
』
巻
中
、

一
〇
二
則

に
こ
れ
を
出
し
、
こ
れ
と

文
字

は
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
真
字
を
引
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
真

字
の
場

合
、
広
燈
録
の
文
字
と

一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
多

い
。
『禅
宗

頌
古
聯
珠
通
集
』
に
引
く
と
こ
ろ
と
も
違
う
。
道
元
は
こ
の
両
書
を
見

て
い
る
わ
け
で
は
あ
る
が
、
全
集
巻
五
、

一
七
八
頁
で
石
井
修
道
氏
が

脚
注
に
指
摘
し
て
い
る

よ
う

に
、
『宗
門
統
要
集
』
巻
三

の
百
丈
懐
海

章

に
出

る
文
と

一
致
す
る
。

こ
の
公
案
は
い
わ
ゆ
る

「百
丈
野
狐
話
」
と
い
わ
れ

る
も

の

で
あ

る
。
多
分

一
〇
三
〇
年
ご
ろ
こ
の
公
案
が
世
に
現
わ
れ
た
と
思
わ
れ
、

安
徽
地
方
で
こ
の
公
案
が
発
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
公
案
の
内
容
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

百
丈
懐
海
の
と
こ
ろ
で
い
つ
も
老
人
が
説
法
を
聞
い
せ
い
た
が
、
あ
る
時
居

残

っ
せ
、
身
を
明
か
し
、
法
を
問
う
た
。
自
分
は
過
去
世
迦
葉
仏
の
時
、
こ

の
百
丈
山
で
説
法
し
て
い
た
が
、
学
人
に
大
修
行
の
人
は
因
果
に
落
ち
る
か

と
問
わ
れ
、
因
果
に
落
ち
な
い
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
五
百
生
間
、
野
狐
身
に

堕
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
懐
海
に
野
狐
身
を
脱
せ
し
め
て
ほ
し
い
と
願

う
。
そ
こ
で
懐
海
は
挙
せ
し
め
て
、
「因
果
に
昧
か
ら
ず
」
と
答
え
た
。
老

人
は
す
っ
と
姿
を
消
し
た
。
懐
海
は
山
後
の
巌
下
で
死
ん
で
い
た
野
狐
を
大

衆
と
共
に
、
亡
僧
の
法
で
火
葬
し
た
。
晩
間
上
堂
し
て
こ
の
因
縁
を
取
り
挙

げ
た
と
こ
ろ
、
黄
檗
は
聞
い
て
、
古
人
は
錯
っ
て
学
人
に
答
え
た
た
め
に
野

狐
に
堕
し
た
が
、
も
し
錯
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
っ
た
か
と
質
問
し
た
。
懐

海
が
前
に
進
み
出
る
よ
う
に
い
う
と
、
黄
檗
は
出
て
す
か
さ
ず
懐
海
に
平
手

一
三
一八

打
ち
し
た
。
懐
海
は
手
を
拍
っ
て
笑
い
、
「将
為

(謂
)
胡
鬚
赤
、
更
有
赤

鬚
胡
」
と
言
っ
た
。

将
為
云
云
は
、
胡
人
の
鬚
は
赤
い
と
ば
か
り
思

っ
て
い
た
が
、
赤
鬚
の

胡
人

(と
い
う
こ
と
)
が
あ

っ
た
の
だ
、
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の

公
案
は
多
く
の
人
に
拈
提
さ
れ
、
問
題
意
識
も
深
ま
っ
た
が
、
し
か
し

問
題
点
は
多
岐
に
わ
た

っ
て
き
た
。
道
元
が

「
行
仏
威
儀
」
「阿
羅
漢
」

「大
修
行
」
二

顆
明
珠
」
「礼

拝
得

髄
」
「
夢
中
説
夢
」
「三
十
七
品
菩

提
分
法
」
で
問
題
点
と
し
た
の
は
、
道
元
の
禅
に
対
す
る
信
念
に
も
と

つ
く
独
自
の
公
案

の
読
み
取
り
と
い
う
面
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
公
案

を
通
し
て
宋
朝
禅
を
総
括
す
る

一
面
も
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
因
果
論

は

「深
信
因
果
」
で
大
い
に
変
貌
を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
拙
論
は

そ
こ
ま
で
は
到
底
と
ど
か
な
い
。
今
は
胡
鬚
赤
に
絞
る
。

四

胡
鬚

赤
赤

鬚

胡

の
語

の
用

い
方

公
案
で
は

「
将
謂
胡
鬚
赤
更
有
赤
鬚
胡
」

と
し
て
用

い
ら
れ

て
お

り
、
本
来
は
こ
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
が
、
道
元

の
場

合
、
二
で
使
用
例
を
示
し
た
よ
う
に
、
必
ず

し
も
そ
う
ば
か
り
で
は
な

い
。
少

々
の
修
辞
上
の
変
化
は
中
に
あ
る
が
、
③
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
は
公
案

と
同
じ
使
用
例
で
あ
る
。
し
か
し
①
②
④
は
道
元
独
自
の
使
用
法
で
あ

る
。
こ
の
独
自

の
使
用
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

①
は

「希
有
赤
鬚
胡
」
と
い
う
。
希
は
稀

で

「ま
れ
に
」
と
い
う
副

詞
で
あ
る
。
「更
有
赤
鬚
胡
」
と
い
う
原

文

の

「更
」
ぽ

「
そ
の
ほ
か
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に
」
と

い
う
副
詞
で
あ
る
。
「別
更
」
(ほ
か
に
な
お
)
と
い
う
表
現
と
同

じ
で
あ

る
。
更
と
希
と
を
比
べ
て
み
る
な
ら
ば
、
希
の
方
が
き

つ
い
表

現
で
あ

る
。
胡
鬚
赤
と
思

っ
て
い
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
赤
鬚
胡
が
あ

っ

た
の
だ
、
と
い
う
慨
嘆
を
含
ん
だ
公
案
で
用
い
る
表
現
よ
り
も
、
稀
に

赤
鬚
胡
も
あ
る
の
だ
、
と
い
う
よ
う
に
、
か
ええ
っ
て
発
見
し
た
驚
き
を

示
す
こ
と
ば
と
し
て
道
元
は
表
現
し
て
い
る
。
発
見
し
た
驚
き
と
は

一

体
何
な

の
か
、
こ
れ
を
解
く
た
め
に
試
論
を
提
し
た
い
。

文
体
上
か
ら
比
較
す
る
。
将
謂
と
有
は
説
者
の
意
志
で
あ
る
か
ら
除

外
す
る
。
問
題
は
胡
鬚
赤
と
赤
鬚
胡
の
違
い
で
あ
る
。
胡
鬚
赤
は
平
叙

文
で
あ
る
。
胡
鬚

(複
合
名
詞
)
は
主
語
、
赤
は
述
語
で
あ
る
。
「胡
人

の
鬚
は
、
赤
い
」
で
あ
る
。

一
方
、
赤
鬚
胡
は
複
合
詞
で
あ
る
。
赤
と

鬚
は
修
飾
関
係

(赤
い
↓
鬚
)
と
し
て
複
合
し
て
お
り
、
赤
鬚
と
胡
は
修

飾
関
係

(赤
鬚
↓
胡
)
と
し
て
複
合
し
て
い
る
。
複
合
詞
は
い
わ
ば
単
語

で
あ

っ
て
文
で
は
な
い
。
結
局
は
文
と
単
語
の
違
い
と
な
る
。
文
は
主

語
述
語
が
具
足
し
て
叙
述
と
な
る
。
単
語
は
叙
述
と
は
な
ら
な
い
。

一

つ
の
概

念
を
示
す
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
か
な
り
冒
険
で
は
あ
る
が
、

こ
の
違

い
を
仏
教
の
理
論
面
と
照
合
し
て
み
た
い
。

胡
鬚
赤
と
赤
鬚
胡
は
文
と
単
語
で
あ
る
。
偶
然
で
は
あ
る
が
、
文
字

の
配
置
も
全
く
逆
で
あ
る
。
文
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
多
分
に

縁
起
論
的
表
現
で
あ
る
。
単
語
は
概
念
を
ポ
ツ
ン
と
示
す
だ
け
で
あ
る

か
ら
、
多
分
に
空
観
論
的
表
現
で
あ
る
。
い
み
じ
く
も

「
大
修
行
」
に

お
い
て
、
「与
掌
と
拍
手
と
、

一
は
有
、

二
は
無
。
赤
鬚
胡
は
胡
鬚
赤

胡
鬚
赤
と
赤
鬚
胡

(鈴

木
)

な
り
」
(河
村
孝
道
氏
の
竜
門
寺
本
に
よ
る
読
み
下
し
)
と

い
う
。
有
的
表

現
は
胡
鬚
赤
で
、
無
的
表
現
は
赤
鬚
胡
で
あ

る
。
有
的
表
現
は
詮
で
、

無
的
表
現
は
遮
で
あ
る
。
修
証
よ
り
み
る
な
ら
ば
、
胡
鬚
赤
は
修
と
み

る
こ
と
が
で
き
、
赤
鬚
胡
は
証
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
て
62
上

堂
に
戻
し
て
以
上
の
考
察
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
「希
れ
」
に

「有
る
」

の
は
証
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
修
の
上
か
ら
体
得
し
来

っ
た
も

の
は
胡

鬚
赤
で
あ
り
、
そ
う
と
ば
か
り
思

っ
て
い
た
ら
、
稀
な
る
体
験

の
証
か

ら
は
、
赤
鬚
胡
と
体
得
さ
れ
た
、
と
驚
き
を
示
し
た
語
と
な
る
。

62
上
堂
で

「因
果
更
因
果
」
と
は
、
「
不
落
因
果
」
と

「不
昧
因
果
」

と
言

っ
た
こ
と
を
指
す
が
、
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
上
の
因
果

は
不
落
因
果
と
言

っ
た
の
が
因
で
野
狐
身
と

い
う
果
と
な
り
、
不
昧
因

果
と
言

っ
た
の
が
因
で
野
狐
身
を
脱
す
る
と

い
う
果
と
な

っ
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
こ
の
流
転
相
を
い
う
の
で
あ
る
。
道
元
は
そ
れ
を
払
子
を

挙
げ
て

「因
果
歴
然
」
と
示
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
払
子
を
擲
下
し

て
下
座
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く

「赤
鬚
胡
」
の
空
観
的
表

現
の
所
作
と
み
ら
れ
る
。

次
に
②

「行
仏
威
儀
」
の
使
用
法
に
つ
い
て
考
ええ
て
み
よ
う
。
こ
こ

で
は
公
案
で
い
う
と
こ
ろ
と
言
葉
が

逆

で
、

「将
謂
赤
鬚
胡
の
み
な
ら

ん
や
、
さ
ら
に
こ
れ
胡
鬚
赤
な
り
」
と

い
う
。

「行
仏
威
儀
」
は
長
文

で
あ
る
。
そ
の
中
の
雪
峯
の
示
衆
の

「
三
世
諸
仏
、
在
火
焔
裡
、
転
大

法
輪
」
と
い
う
語
と
、
玄
沙
の

「
火
焔
為
三
世
諸
仏
説
法
、
三
世
諸
仏

立
地
聴
」
と
い
っ
た
語
を
拈
提
し
た
上
で
、

道
元
が
上
記
の
よ
う
に
い

二
二
九
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鬚
赤
と
赤
鬚
胡

(鈴

木
)

つ
た
の
で
あ
る
。
「
三
世
諸
仏

の
転
法
輪
の
道
場
は
、
か
な

ら
ず

火
焔

裡
な
る

べ
し
。
火
焔
裡
か
な
ら
ず
仏
道
場
な
る
べ
し
」
と
、
行
仏

の
様

を
説
く
。
そ
し
て
雪
峯
が
言

っ
た
こ
と
よ
り
玄
沙
が
言
っ
た
方
が
す
ぐ

れ
て
い
る
と
い
う
見
方

に
対
し
て
厳
し
く
批
判
し
、
玄
沙
は
三
世
諸
仏

が
説
法
す
る
と
は
い
っ
て
も
、
決
し
て
転
法
輪
す
と
は
言

っ
て
い
な
い

と
し
、
三
世
諸
仏
の
聴
法
は
諸
仏
の
法
な
り
、
と
い
う
。
こ
れ
は
雪
峯

の
言
お
う
と
す
る
と
こ
ろ
と
、
玄
沙

の
言
お
う
と
す
る
と
こ
ろ
は
立
場

を
異
に
す
る
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
同
じ
土
俵
の
言
で
は
な
い
と
い

う
こ
と

で
あ
る
。
従

っ
て
優
劣
は
立
て
ら
れ
な
い
。
そ
し
て

「
将
謂
赤

鬚
胡
の
み
な
ら
ん
や
、
さ
ら
に
こ
れ
胡
鬚
赤
な
り
」
と
道
元
は
い
っ
た

の
で
あ

る
。
①

の
使
用
法
と
は
違
う
。
赤
鬚
胡
と
い
う
表
現
と
は
全
く

別
に
胡
鬚
赤
と
い
う
表
現
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ひ
ら
た
く
い

う
な
ら
ば
、
発
想
転
換
し
な
い
と
、
雪
峯
よ
り
玄
沙

の
方
が
す
ぐ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
赤
鬚
胡
と
胡

鬚
赤
が
逆
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
道
元
が
注
意
さ
せ
る
た
め
に
わ
ざ
と

表
現
を
変
え
た
と
も
み
れ
る
し
、
雪
峯
が
空
観
論
的
禅
者
、
玄
沙
が
縁

起
論
的
禅
者
で
あ
る
か
ら
と
も

い
え
な
く
も
な
い
が
、
な
ま
じ

っ
か
こ

こ
で
の
雪
峯
の
言
は
衆
生
に
対
す
る
諸
仏
の
威
儀
で
あ
る
か
ら
、
縁
起

論
的
で
、
玄
沙
は
三
世
諸
仏

の
自
受
用
三
昧
の
威
儀
で
あ
る
か
ら
、
空

観
論
的
と
な
ろ
う
。
だ
か
ら
そ

の
穿
鑿
は
意
味
が
な
い
。
要
は
別
次
元

で
あ
る

こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

次
に
④

の
使
用
例
に
つ
い
て
考

・え
よ
う
。
「大
修
行
」
は
百
丈
野
狐

二
三
〇

話
の
公
案
を
道
元
独
特
に
説
き
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
道
元
が
大
修
行

と
い
う
場
に
立
っ
て
見
解
を
明
ら
か
に
す
る
に
つ
い
て
、
少
し
く
参
考

に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は

『
宗
門
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻

一

〇
に
載
せ
て
い
る
百
丈
野
狐
話
に
対
す
る
霊
源
惟
清
の
頌
で
あ
る
。
そ

れ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

明
明
道
不
落
、
老
人
何
曽
錯
。
的
的
言
不
昧
、

百
丈
何
曽
会
。

不
会
将
不

錯
、
渾
然
宣
妙
覚
。
不
落
与
不
昧
、
卓
爾
標
正
位
。
全
機
因
果
有
来
由
、
脱

体
升
沈
無
忌
諄
。
非
自
非
是
誰
是

(脱
字
あ
る
か
)、
言
下
迷
宗
生
擬
議
。

「深
信
因
果
」
で

「
お
ほ
よ
そ

こ
の
因
縁

に
、
頌
古

・
拈
古
の
輩
、
三

十
余
人
あ
り
。

一
人
と
し
て
も
、
不
落
因
果

こ
れ
揆
無
因
果
な
り
、
と

疑
ふ
も
の
な
し
」
と
い
っ
て
い
る
。
深
信
因
果
と
大
修
行
と
で
は
、
不

落
因
果
を
説
く
に
根
本
的
に
違
う
。
今
は
そ
れ
は
措
い
て
、
こ
の
三
十

余
人
と
は
聯
珠
通
集
の
娘
椰
覚
以
下
の
続
収
分
を
除
い
た
公
案
に
頌
し

た
人
た
ち
を
い
う
。
道
元
は
こ
れ
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
霊

源
の
語
は
見
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
妙
覚
と
か
正
位

と

か

の
語

は
、
道
元
に
は
な
じ
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。
頌
は
多
く
は
因
果
に
目
が
向

っ
て
い
る
が
少
し
ば
か
り
胡
鬚
赤
赤
鬚
胡
に
も
着
語
し
て
い
る
。
し
か

し
道
元
は
枯
木
法
成
と
か

一
、
二
を
除
い
て
、
そ
れ
ら
に
は
納
得
し
て

い
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
そ
れ
で
大
修
行
の
示
衆
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

公
案
の
最
後
の
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
百
丈

と
黄
檗

を
評

し
、
「
し
か

あ
れ
ど
も
い
ふ
べ
し
、
百
丈
道
処
通
方
、
雖
然
未
出
野
狐
窟
。
黄
檗
脚
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眼
点
地
、
雖
然
猶
滞
蟷
螂
径
。
与
掌
拍
手
、

一
有
二
無
。
赤
鬚
胡
胡
鬚

赤
」
と
し
め
く
く
る
。
竜
門
寺

本

に
よ
れ
ば
、
赤
鬚
胡
は
胡
鬚
赤
な

り
、
と
読
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『御
抄
』
は
こ
こ
の
と

こ
ろ

は

大
い
に
会
通
し
て
い
る
。

一
先
ず
御
抄
に
従
え
ば
、
百
丈
の
通
方
と
黄

檗
の
脚
眼
点
地
と
、
意
味
は
同
じ
で
、
仏
祖
道
に
あ

る
を

い
う

と
す

る
。
ま
た
与
掌
と
拍
手
、
有
と
無
、
赤
鬚

胡

と
胡
鬚
赤
、
と
は
い
う

が
、
差
別
は
な
い
と
す
る
。
こ
こ
で
は
赤
鬚
胡
と
胡
鬚
赤
が

一
枚
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
通
常
の
用
い
方
と
は
異
な
る
。
道
元
は
こ
の
よ
う

な
用
い
方
も
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後

に
③
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

は
公
案
と
同
じ

「将
謂
胡
鬚
赤
、
更
有
赤
鬚

胡
」
で
あ
る
。
③

「
阿
羅
漢
」
で
は
、
凡
夫
の
見
解
で
は
な
く
、
次
元

を
異
に
す
る
阿
羅
漢
の
立
場
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

を
か

く
述

べ

る
。
⑤

は
、
六
祖
に
至
る
も

の
は
没
可
把
で
あ
る
。
修
行
に
よ

っ
て
体

得
し
た
も
の
は
露
柱
古
仏
、
燈
籠
新
如
来
と
、
禅
機
を
も

っ
せ
没
可
把

を
表
現
す
る
。
そ
の
修
を

一
層
向
上
せ
ん
と
す
れ
ば
、
胡
鬚
天
下
に
赤

し
、
と

い
う
修
で
あ

っ
て
も
、
も
と
も
と
赤
鬚
胡
と
い
う
証

に
よ
る
修

だ

っ
た
の
だ
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
⑥
は
国
師
三
喚

の
話

の
拈

提

で
、
吾
孤
負
汝
と
思

っ
て
い
た
の
が
胡
鬚
赤
で
、
実
は
汝
孤
負
吾
と
気

づ
く
の
が
赤
鬚
胡
と
表
現
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
も
う

一
段
、
国
師
の
落

処
が
老
野
狐
で
あ

っ
た
こ
と
を

い
わ
ん
と

す

る
。
老
野
狐
は

「大
修

行
」
を
通
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
⑦
は
違
例
の
長
い
上
堂
語
だ

が
、
仏
法
は
外
道
と
ち
が
う
こ
と
を
更
有
赤
鬚

胡
と

い
っ
た

の

で
あ

胡
鬚
赤
と
赤
鬚
胡

(鈴

木
)

る
。
⑧
は
趙
舒
の
宗
旨
と
永
平
の
宗
旨
が

一
等
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

「画
餅
」
「
葛
藤
」
を
通
し
て
み
た
時
、
翠
竹
桃
華
、
胡
藍
藤
種
が
胡
鬚

赤
、
是
画
図

・
纏
胡
藍
が
赤
鬚
胡
で
あ
る
と

い
え
そ
う
で
あ
る
。
河
村

孝
道
氏
の
注
解
に
従
え
ば
、

画
餅

(尽
有
一
切
)
は
胡
鬚
赤
と
み
ら
れ
、

不
充
飢

(存
在
の
無
底
性
)
は
赤
鬚
胡
と
み
ら
れ
、
縁
起
的
表
現
と
空
観

的
表
現
と
の
相
違
を
い
う
も
の
と
理
解
で
き

る
。
⑨
は
修
行
の
重
さ
を

強
調
し
た
上
堂
語
で
あ
る
。
在
単
多
劫
の
禅
客
は
柱
杖
が
黒
い
の
を
見

る
が
、
脱
落
底
が
あ
る
か
自
問
し
、
更
に
赤
鬚
胡
有
り
、
と
答
え
る
。

胡
鬚
赤
は
修
、
赤
鬚
胡
は
証
を
い
い
表
わ
そ
う
と
す
る
。
修
と
証
が

一

如
だ
と
し
て
も
道
理
に
は
は
っ
き
り
区
別
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

以
上
の
ご
と
く
み
て
く
る
と
、
こ
れ
ら
は
①
で
述
べ
た
こ
と
を
出
な

い
。

五

ま
と

め

胡
鬚
赤
と
赤
鬚
胡
が
意
味
す

る

と

こ
ろ

は
用
例
の
①
と
②
で
あ

っ

た
。
即
ち
①
か
ら
、
胡
鬚
赤
は
縁
起
論
的
表
現
、
詮

の
性
格
、
修
の
面

で
と
ら
え
ら
れ
、
赤
鬚
胡
は
、
空
観
論
的
表
現
、
遮
の
性
格
、
証
の
面

で
と
ら
え
ら
れ
る
。
②
か
ら
、
胡
鬚
赤
と
い
う
観
点
と
赤
鬚
胡
と
い
う

観
点
は
全
く
違
う
と
い
う
こ
と
で
、
観
点
の
違
い

・
発
想
の
違
い

・
次

元
を
異
に
し
た
見
方
、
を
い
う
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
将
謂
胡
鬚
赤
更
有
鬚
胡
の

一
般
的
使
用
と
ほ
ぼ
み
て
よ
い

が
、
た
だ
し
道
元
に
お
い
て
修
と
証
と
に
配
当
し
て
し
ば
し
ば
見
ら
れ

二
三
一

725



胡
鬚
赤
と
赤
鬚
胡

(鈴

木
)

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
道
元
の
禅
旨
か
ら
出
て
く
る
も
の
で
、
縁
起
論

的
と
空
観
論
的
に
配
当
し
て
見
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
宋
朝
禅
乃
至
中
国

禅
そ

の
も
の
の
体
質
と
し
せ
濃
厚
な
空
観
論
的
禅
に
対
す
る
、
道
元
の

厳
し

い
批
判
を
具
ええ
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

つ
ま
り
宋
朝
禅
の
修

と
証
と

の
関
係
を
空
観
論
的
で
あ
る
と
み
る
と
、
道
元
は
空
観
論
的
が

縁
起
論
的
で
あ
る
と
す
る
こ
と
で
、
修
証
論
は

一
変
し
、
道
元
独
特
の

修
証
論

と
な
る
。
し
か
し
独
特
と
い
う
の
は
、
中
国
禅
が
多
分
に
そ
れ

(縁
起
論
)
を
欠
落

さ
せ
て
い
た
か
ら

で
、
道
元
は
仏
祖
に
親
し
く
表

現
さ
れ

て
い
る
と
し
て
、
幾
多

の
仏
祖
の
言
葉
を
引
用
し
て
証
明
し
て

み
せ
る
の
で
あ
る
。
道
元
は
徐
々
に
縁
起
論
的
傾
向
を
濃
厚
に
し
て
い

く
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
証
よ
り
も
修
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

六

余
論

前
に
百
丈
野
狐
話
が

一
〇
三
〇
年
ご
ろ
世
に
現
わ
れ
、
発
生
は
安
徽

地
方
で
は
な
か
っ
た
か
と
述
べ
た
。
こ
の
こ
と
は
別

の
…機
会

(愛
知
学

院
大
学
文
学
部
紀
要
第
二
五
号
)
に
論
ず

る
が
、
将
謂
胡
鬚
赤
更
有
赤
鬚

胡
の
表
現
と
ご
く
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は

「
将
謂
猴
白
更
有

猴
黒
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
『雲
門
広
録
』

に
出
て
い
る
。
『景
徳
伝

燈
録
』

で
は
投
子
大
同
章
に
、
趙
州
が

「我
早
侯
白
、
伊
更
侯
黒
」
と

言

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

『祖
堂
集
』

に
は
な
く
、
雪
峯
の
拈
語
と
し

て

「将
為
我
胡
伯
、
更
有
胡
伯
在
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
秦
少
游

二
三
二

の

『
准
海
集
』
で

「侯
白
侯
黒
論
」
が
示
さ
れ
る
。
園
悟
は

「将
謂
猴

白
更
有
猴
黒
。
互
換
投
機
、
神
出
鬼
没
」
と

い
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

『祖
庭
事
苑
』
で
は
、
和
靖
の
詩
を
証
拠
に
、
猴
を
侯

と
改

め
、
俟
白

侯
黒
と
し
て
い
る
。
し
か
し
胡
鬚
赤
赤
鬚
胡
が
表
現
と
し
て
現
わ
れ
る

と
、
そ
ち
ら
の
方
が
好
ま
れ
、
侯
白
侯
里
黒は
消
え
て
い
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
も
別
の
機
会
に
論
ず
る
つ
も
り
で
い
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

道
元
、
百
丈
野
狐
話
、
修
証
論
、
侯
白
侯
黒

(愛
知
学
院
大
学
教
授

・
文
博
)

新
刊
紹
介

伊
藤
唯
真

著
作
集

第
三
巻

仏

教
民

俗

の
研

究

A
5
版

・
四
七
〇
頁

・
定
価

一
一
、
五
〇
〇
円

法
蔵
館

・
平
成
七
年

一
〇
月
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